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墜落災害の撲滅について(指示) 

 

関西支店内の作業所で塔屋階の外部足場（3 段＋手摺）組立中の弋工が、安全帯

を使用せずに、2 段目の作業床より 3 段目の建枠設置後そのまま 4 段目の建枠を差

さした際に、バランスを崩して 3.6ⅿ下の床面に仮置きしてあった鉄筋材の上に墜

落するという災害が発生しました。奇跡的に不休で済みましたが、重篤な災害にな

ってもおかしくない事案です。(添付資料１参照) 

発生原因は、3.6ⅿという高所であるにも関わらず、安全帯を使用していなかっ

とこと。計画では腰の高さに張る予定の親綱が床上に這わせてあったこと。未熟な

作業員に建枠 2 本差しという経験を要する作業を行わせたこと。などであり、基本

を軽視した故に起こった災害です。 

関西支店では、昨年度も 1 件の墜落災害を発生させており、墜落災害撲滅に向け

て取り組んでいる最中に発生した災害であり、その反省と危機感が先端の作業員ま

できちんと伝わっていたかが疑われる事案です。 

つきましては、墜落災害撲滅を図るために、当社と取引業者が一体となって取り

組む様、下記事項を指示します。 

 

記 

<当社が実施する事項> 

１．作業手順を作成する際は、墜落防止のダブルセーフティーを実施する 

２．安全帯の適正使用が習慣化されるよう安全帯試行設備による訓練を徹

底する 

３．｢安全帯未使用ペナルティ制度｣の厳格運用により、安全帯を 100%使用

させる(添付資料２、３参照) 

<取引業者が実施する事項> 

  １．墜落の恐れのある作業では作業手順を作成し、周知し、実行する 

  ２．2ⅿ以上の高所作業では、安全帯を 100%使用する 

  ３．安全帯使用のみならず、仲間を守るために皆で声を掛けあう 

  ４．自分の安全帯の仕様（使用可能質量、種別、落下距離等）を確認し、

作業する際は、その条件に当てはまる安全対策を立てる 
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安全対策として作業床レベルに親綱を張っていたが墜落制止用器具は使用して

いなかった。グループの作業指揮者からの指示事項として墜落制止用器具は必ず
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